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独立行政法人 科学技術振興機構の「産学共同シーズイノベーション化事業（顕在化ステー

ジ）」に課題採択 
  
 
独立行政法人 科学技術振興機構（以下、機構）が行っている「産学共同シーズイノベー

ション化事業（顕在化ステージ）」（以下、当該事業）に当社が応募した課題「魚類を用い

たヒト GPCR に対する抗体生産系の構築」が採択されましたので、お知らせします。 
  
当該事業は、大学や公的研究機関の基礎研究に着目し、事業化のシーズ候補を企業からの

視点で発掘し、シーズ候補の顕在化の可能性を検証するための研究開発を行うものであり

ます。 
当社は、三重大学 大学院生物資源学研究科 田丸 浩 准教授の研究成果である魚類を用い

た抗体作製に関する新規なシーズに着目し、当社の抗体関連技術プラットフォームとの融

合による簡便かつ迅速な抗体生産系の構築を当該事業に応募し、採択されました。 
本シーズは、従来の抗体作製方法に比べ、大幅に時間やコストを削減し、かつ、マウスな

ど哺乳動物では作製が困難であった抗原に対しても特異性・親和性が高い抗体を作製でき

る基盤技術として発展する可能性があります。本課題は、ヒトＧＰＣＲを対象として本シ

ーズの有用性を検証し、抗体試薬としてのみならず医薬品として利用可能な抗体の作製技

術を開発するものであります。 
 
当社は、今後、シーズ顕在化プロデューサーとして、機構ならびに三重大学との各種契約

を締結した上で、緊密な連携の下、事業化に向けた研究開発を進める予定であります。 
  
なお、現時点においては、本件が当期（平成 20 年 3 月期）の業績に及ぼす影響は軽微で

あります。 
 
 
ご参考： 
 
科学技術振興機構「産学共同シーズイノベーション化事業（顕在化ステージ）」 
平成１9 年度第３回公募受付 採択課題一覧 はこちらからご覧になれます。  
  http://www.jst.go.jp/pr/info/info437/index.html 
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